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「モンゴル文化」はどのように発信されるのか

「
モ
ン
ゴ
ル
文
化
」
は
ど
の
よ
う
に
発
信
さ
れ
る
の
か

　
　
　

 W
eC

hat

購
読
ア
カ
ウ
ン
ト
の
コ
ン
テ
ン
ツ
分
析
を
中
心
に 　
　
　

一　

は
じ
め
に

中
国
国
家
統
計
局
の
二
〇
二
〇
年
の
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、
中

国
で
暮
ら
す
モ
ン
ゴ
ル
族
は
、
全
世
界
の
約
六
〇
％
を
占
め
る
。

そ
れ
と
比
べ
て
、
モ
ン
ゴ
ル
国
内
に
住
ん
で
い
る
モ
ン
ゴ
ル
人
は

三
〇
％
程
度
で
あ
る
。
そ
し
て
中
国
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
族
の

中
で
、
七
七
％
以
上
は
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
（
以
下
、
内
モ
ン
ゴ

ル
）
で
生
活
し
て
い
る
。
内
モ
ン
ゴ
ル
は
世
界
中
の
モ
ン
ゴ
ル
族

の
最
も
大
き
な
居
住
地
と
言
え
る
。
し
か
し
、
内
モ
ン
ゴ
ル
の
人

口
数
の
七
八
・
七
％
は
漢
族
で
あ
り
、
モ
ン
ゴ
ル
族
人
口
は
僅
か
な

一
七
・
七
％
を
占
め
る
。
要
す
る
に
、
よ
く
﹁
モ
ン
ゴ
ル
人
の
故
郷
・

モ
ン
ゴ
ル
文
化
の
源
﹂
と
思
わ
れ
た
内
モ
ン
ゴ
ル
は
、
人
口
か
ら
み

れ
ば
実
は
漢
族
の
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
社
会
で
あ
る
。
ま
た
、
現
在
内
モ

ン
ゴ
ル
の
都
市
化
率
は
六
七
％
に
達
し
た
。
こ
う
し
て
、
多
民
族
共

生
・
近
代
化
・
都
市
化
に
伴
い
、
昔
の
モ
ン
ゴ
ル
族
の
生
産
生
活
方

式
か
ら
離
れ
、
都
市
部
で
生
き
る
モ
ン
ゴ
ル
文
化
が
、
昔
の
状
態
の

多
民
族
共
生
・
近
代
化
・
都
市
化
に
伴
い
、
昔
の
モ
ン
ゴ
ル
族
の
生
産
生
活
方
式
か
ら
離
れ
、
中
国
都
市
部
で
生
き
る
モ
ン
ゴ
ル
文
化
が
、
昔
の
状
態
の
ま
ま
で
受

け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
は
ほ
ぼ
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
、
公
認
さ
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
文
化
の
要
素
を
巧
妙
に
抽
出
し
、
活
用
す
る
﹁
モ
ン
ゴ
ル
文
化
﹂
と
名
付
け
ら
れ
る

実
践
が
内
モ
ン
ゴ
ル
都
市
部
で
流
行
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
中
国
人
に
と
っ
て
最
も
利
用
さ
れ
て
い
る
情
報
源
―
―W

eC
hat

購
読
ア
カ
ウ
ン
ト
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、

﹁K
H

 C
oder

﹂
を
使
っ
て
、計
量
テ
キ
ス
ト
分
析
と
い
う
方
法
で
、現
在
の
内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
﹁
モ
ン
ゴ
ル
文
化
﹂
の
構
成
を
分
析
し
た
。
こ
う
し
て
、属
性
が
異
な
っ

た
人
々
の
﹁
モ
ン
ゴ
ル
文
化
﹂
へ
の
イ
メ
ー
ジ
構
成
の
差
異
を
、
本
研
究
を
通
じ
て
可
視
化
し
た
。
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る
一
〇
〇
局
以
上
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
メ
デ
ィ
ア
を
調
査
訪
問
し
、
事
例

研
究
を
重
ね
、
世
界
に
お
け
る
主
な
事
例
と
理
論
概
念
を
と
も
に
取

り
上
げ
つ
つ
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
公
共
圏
の
可
能
性
を

検
討
し
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
メ
デ
ィ
ア
が
当
該
民
族
の
文
化
構
成
に
与
え

る
影
響
を
議
論
し
た
。

た
だ
し
、
一
口
に
エ
ス
ニ
ッ
ク
メ
デ
ィ
ア
と
言
っ
て
も
そ
の
発
信

者
と
受
信
者
の
属
性
が
異
な
る
こ
と
で
、そ
の
役
割
も
多
様
で
あ
る
。

菅
谷
明
子
（
二
〇
〇
〇
）
は
﹁
メ
デ
ィ
ア
の
伝
え
る
情
報
が
日
常
の

あ
ら
ゆ
る
局
面
に
深
く
浸
透
し
、
我
々
の
も
の
の
見
方
や
考
え
方
か

ら
文
化
の
形
成
に
い
た
る
ま
で
大
き
く
影
響
す
る
な
か
、
メ
デ
ィ
ア

が
送
り
出
す
情
報
を
単
に
受
容
す
る
の
で
は
な
く
、
意
図
を
持
っ
て

構
成
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
積
極
的
に
読
み
解
く
力
を
養
う
こ
と
﹂

と
い
う
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

こ
う
し
て
、
筆
者
は
エ
ス
ニ
ッ
ク
メ
デ
ィ
ア
に
着
眼
し
、
属
性
が

異
な
る
メ
デ
ィ
ア
の
﹁
モ
ン
ゴ
ル
文
化
﹂
の
捉
え
方
、
発
信
内
容
の

差
異
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
社
会
と
の
関
係
性
の
な

か
で
維
持
・
変
容
・
更
新
さ
れ
る
（
都
市
部
の
）
モ
ン
ゴ
ル
文
化
の

構
成
を
読
み
解
い
て
み
た
。

二　
W
eC
hat

購
読
ア
カ
ウ
ン
ト
の
台
頭

メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
﹁
モ
ン
ゴ
ル
文
化
﹂
の
発
信
を
検
討
す
る
た
め

に
、
現
在
中
国
に
お
け
る
最
も
利
用
さ
れ
る
メ
デ
ィ
ア
を
説
明
し
て

ま
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
は
ほ
ぼ
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
、

公
認
さ
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
文
化
の
要
素
を
巧
妙
に
抽
出
し
、
活
用
す
る

﹁
モ
ン
ゴ
ル
文
化
﹂
と
名
付
け
ら
れ
る
実
践
が
内
モ
ン
ゴ
ル
都
市
部

で
流
行
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
本
稿
で
は
本
来
の
文
脈
に
こ
だ
わ

ら
な
い
、
ど
の
よ
う
な
人
の
、
ど
の
よ
う
な
立
場
で
、
ど
の
よ
う
な

目
的
で
、﹁
モ
ン
ゴ
ル
文
化
﹂
の
名
義
を
借
り
る
実
践
で
も
、﹁
モ
ン

ゴ
ル
文
化
﹂
と
呼
ぶ
。

一
方
、
内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
い
て
、
民
族
文
化
の
基
盤
を
失
う
危
機

感
や
現
在
の
人
々
が
実
践
し
て
い
る
﹁
モ
ン
ゴ
ル
文
化
﹂
へ
の
疑
い

が
噴
出
し
て
い
る
。
特
に
近
年
、﹁（
現
在
の
都
市
部
の
）
モ
ン
ゴ
ル

文
化
﹂
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
﹁
漢
族
に
同
化
さ
れ
た
﹂
と
非
難
す
る

一
部
の
モ
ン
ゴ
ル
族
エ
リ
ー
ト
（
知
識
人
）、
ま
た
そ
れ
を
積
極
的

に
﹁
現
代
化
の
モ
ン
ゴ
ル
文
化
﹂
と
宣
伝
す
る
地
方
政
府
、
そ
し
て

そ
れ
を
漠
然
と
﹁
都
市
部
の
現
状
に
適
応
す
る
た
め
の
変
容
﹂
と
考

え
る
地
元
の
モ
ン
ゴ
ル
族
住
民
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
解
を
持
ち
、
議

論
が
白
熱
化
し
て
い
る
。

ゆ
え
に
、
筆
者
は
現
在
の
内
モ
ン
ゴ
ル
地
方
政
府
と
地
元
モ
ン
ゴ

ル
族
が
ど
の
よ
う
に
﹁
モ
ン
ゴ
ル
文
化
﹂
を
構
成
す
る
か
を
検
証
し

て
み
た
い
。
こ
の
問
い
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
属
性
が
異
な
っ

た
人
々
の
﹁
モ
ン
ゴ
ル
文
化
﹂
へ
の
イ
メ
ー
ジ
構
成
の
差
異
を
可
視

化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Brow
ne

（2005

）
は
、﹃Ethnic M

inorities Electronic M
edia and 

the Public Sphere: A
 C

om
parative Study

﹄
で
、
二
〇
カ
国
に
あ
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コ
ミ
の
代
わ
り
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
て
い
る︶

3
︵

。

現
在
中
国
に
お
け
る
最
も
普
及
率
の
高
い
（
八
三
・
七
％
）
Ｓ
Ｎ
Ｓ

はW
eC

hat

で
あ
り︶

4
︵

、
そ
の
国
内
月
間
ア
ク
テ
ィ
ブ
ユ
ー
ザ
ー
数︶

5
︵

は

既
に
一
〇
・
四
億
を
超
え
た︶

6
︵

。
烏
英
嘎
（
二
〇
一
九
）
の
調
査
に
よ

る
と
、W

eC
h

︶
7
︵at

の
よ
う
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
、
若
者
だ
け
で
な
く
、
モ
ン

ゴ
ル
族
の
中
高
年
層
の
中
で
も
急
速
に
普
及
し
て
い
る
。
そ
れ
に
、

W
eC

hat

は
単
な
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
ア
プ
リ
で
は
な
く
、
そ
の
﹁
購
読

ア
カ
ウ
ン
ト
﹂
と
い
う
機
能
を
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
と
し
て
利
用
す
る

ユ
ー
ザ
ー
も
多
く
い
る
。

﹁
購
読
ア
カ
ウ
ン
ト
﹂
と
は
、
組
織
・
個
人
が
運
営
す
るW

eC
hat

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
で
あ
る
。そ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
は
文
字
だ
け
で
な
く
、

音
声
、
動
画
そ
し
て
ラ
イ
ブ
放
送
も
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
に
毎
日
記

事
を
配
信
す
る
こ
と
が
可
能
な
一
方
、
通
常
の
チ
ャ
ッ
ト
画
面
に
投

稿
が
示
さ
れ
な
い
、
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
の
よ
う
な
コ
ン
テ
ン
ツ
配
信

が
可
能
に
な
る
。
内
モ
ン
ゴ
ル
の
場
合
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
メ
デ
ィ
ア
を

含
む
お
よ
そ
す
べ
て
の
伝
統
メ
デ
ィ
ア
（
ラ
ジ
オ
局
・
テ
レ
ビ
局
・

地
方
通
信
社
）
は
、
購
読
ア
カ
ウ
ン
ト
を
運
営
し
、
毎
日
の
よ
う
に

更
新
し
て
い
る
。
な
お
、﹁
購
読
ア
カ
ウ
ン
ト
﹂
に
は
各
通
信
社
が

運
営
す
る
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
以
外
に
、
独
立
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ラ
イ
タ
ー
が

運
営
す
る
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
も
多
く
あ
る
。
こ
う
し
て
、﹁
購
読
ア

カ
ウ
ン
ト
﹂
は
、
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
メ
デ
ィ
ア
の
機
能
が

あ
り
、中
国
人
に
と
っ
て
最
も
利
用
さ
れ
て
い
る
情
報
源
と
言
え
る
。

ゆ
え
に
、﹁
モ
ン
ゴ
ル
文
化
﹂
を
検
討
す
る
に
は
、W

eC
hat

購
読
ア

お
き
た
い
。

二
〇
一
七
年
の
中
国
人
民
網
研
究
院
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
媒
体
に
つ
い
て
、
六
七
％
以
上
の
人
が
主
に

ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
で
ネ
ッ
ト

ニ
ュ
ー
ス
を
読
み
、
一
方
、
僅
か
一
一
％
の
人
が
ラ
ジ
オ
を
聞
く
と

い
う
結
果
だ
っ
た︶

1
︵

。
現
在
の
中
国
で
は
、マ
ス
コ
ミ
離
れ
が
進
行
し
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
全
盛
の
時
代
に
な
っ
て
い
る
。

中
国
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
セ
ン
タ
ー
（
中
国
互
聯
網
絡
信
息

中
心
）
の
第
四
九
回
﹁
中
国
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
発
展
状
況
統
計
報

告
（
中
国
互
聯
網
絡
発
展
状
況
統
計
報
告
）﹂
に
よ
れ
ば
、
二
〇
二
一

年
一
二
月
末
時
点
で
、
中
国
の
ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
の
規
模
は

十
億
三
千
二
百
万
人
に
達
し
、
ネ
ッ
ト
普
及
率
は
七
三
％
、
ユ
ー
ザ
ー

の
ネ
ッ
ト
利
用
時
間
の
平
均
は
週
あ
た
り
二
八
・
五
時
間
だ
っ
た
。
一

方
遊
牧
地
域
も
含
め
、
内
モ
ン
ゴ
ル
の
ネ
ッ
ト
普
及
率
は
九
八
％
に

達
し
、
住
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る︶

2
︵

。

な
お
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
伴
う
新
メ
デ
ィ
ア
の
台
頭
は
、

既
存
の
内
モ
ン
ゴ
ル
の
モ
ン
ゴ
ル
語
メ
デ
ィ
ア
に
と
っ
て
、
も
は
や

死
活
問
題
に
関
わ
る
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
漢
語
教
育
の
普
及
そ
し

て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
達
に
よ
っ
て
世
界
は
よ
り
身
近
に
な
り
、
情
報
の
入

手
も
容
易
と
な
っ
た
一
方
、
中
国
民
族
網
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
モ
ン

ゴ
ル
語
に
よ
る
新
聞
の
購
読
率
、
ラ
ジ
オ
の
聴
取
率
、
テ
レ
ビ
の
視

聴
率
は
年
々
減
少
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。多
く
の
モ
ン
ゴ
ル
族
は
、

モ
ン
ゴ
ル
語
メ
デ
ィ
ア
の
代
わ
り
に
漢
語
メ
デ
ィ
ア
、
そ
し
て
マ
ス
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も
、
必
ず
し
も
モ
ン
ゴ
ル
族
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
表
出
の
た
め
に
作

ら
れ
た
と
は
限
ら
な
い
。
実
は
、
中
国
に
お
い
て
最
も
権
威
の
あ

り
、
か
つ
信
頼
さ
れ
る
中
央
メ
デ
ィ
ア
（
中
国
共
産
党
中
央
に
直
接

管
理
さ
れ
る
メ
デ
ィ
ア
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
少
数
民
族
言
語
対
応
の

ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
を
揃
え
て
い
る
。
例
え
ば
、国
営
テ
レ
ビ
局
の﹃
Ｃ

Ｃ
Ｔ
Ｖ
モ
ン
ゴ
ル
語
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
蒙
古
語
頻
道︶

8
︵

）﹄、
国

務
院
所
属
の
通
信
社
の
﹃
新
華
網
モ
ン
ゴ
ル
語
版
（
新
華
網
蒙
古
語

網
站︶

9
︵

）﹄、
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
の
機
関
紙
﹃
人
民
網
モ
ン
ゴ
ル

語
版
（
人
民
網
蒙
古
語
網
站︶

10
︵

）﹄
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ

ら
の
モ
ン
ゴ
ル
語
に
よ
る
新
聞
サ
イ
ト
の
記
事
は
、
モ
ン
ゴ
ル
語
使

用
者
の
立
場
の
報
道
で
は
な
く
、
漢
語
新
聞
を
翻
訳
し
た
も
の
で
し

か
な
い
。

ま
た
、
そ
の
本
文
か
ら
見
れ
ば
、
中
央
紙
の
少
数
民
族
に
対
す
る

報
道
は
、
偏
り
や
画
一
性
な
ど
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
具
体

的
に
は
、
張
媛
（
二
〇
一
三
）
は
一
九
八
七
年
一
二
月
三
〇
一
日
か

ら
二
〇
一
〇
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
の
三
二
年
間
の
﹃
人
民
日
報
﹄

に
対
し
て
、
サ
ン
プ
リ
ン
グ
調
査
を
行
い
、
以
下
の
結
論
を
示
し
た
。

ま
ず
、
国
内
新
聞
の
中
、
少
数
民
族
に
関
す
る
報
道
の
量
は
多
く
な

い
。
そ
れ
に
、
新
聞
に
掲
載
さ
れ
る
記
事
の
約
六
九
％
は
政
治
政
策

の
案
の
公
示
で
あ
る
。
次
に
、悪
い
ニ
ュ
ー
ス
は
ほ
ぼ
見
ら
れ
な
い
。

第
三
に
、
各
少
数
民
族
に
関
す
る
記
事
は
民
族
別
の
代
わ
り
に
、
行

政
地
域
別
で
報
道
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
つ
ま
り
モ
ン
ゴ
ル
族
に
関

す
る
報
道
は
、
よ
く
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
に
関
す
る
報
道
と
混
同
さ

カ
ウ
ン
ト
の
分
析
は
不
可
欠
な
一
環
で
あ
る
。

本
稿
は
、﹁
モ
ン
ゴ
ル
文
化
﹂
に
触
れ
る
購
読
ア
カ
ウ
ン
ト
に
つ

い
て
検
討
す
る
。
そ
れ
ら
の
購
読
ア
カ
ウ
ン
ト
は
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
メ

デ
ィ
ア
の
新
た
な
展
開
で
あ
る
の
か
。
属
性
が
異
な
る
購
読
ア
カ
ウ

ン
ト
は
ど
の
よ
う
に
﹁
モ
ン
ゴ
ル
文
化
﹂
を
認
識
し
、
発
信
し
て
い

る
の
か
。
こ
の
疑
問
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
本
稿
は
内
モ
ン
ゴ

ル
地
域
の
、
地
方
通
信
社
に
所
属
す
るW

eC
hat

購
読
ア
カ
ウ
ン
ト

と
、﹁
モ
ン
ゴ
ル
文
化
﹂
に
言
及
す
る
私
営
購
読
ア
カ
ウ
ン
ト
の
コ

ン
テ
ン
ツ
を
対
象
と
し
て
、
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
を
行
っ
た
。

三　

�

中
国
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
系
エ
ス
ニ
ッ
ク
メ
デ
ィ
ア

の
現
状

白
水
繁
彦
（
二
〇
〇
四
）
は
エ
ス
ニ
ッ
ク
メ
デ
ィ
ア
を
﹁
当
該
国

家
内
に
居
住
す
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
び
と
に
よ
っ

て
そ
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
ゆ
え
に
用
い
ら
れ
る
、出
版
・
放
送
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
の
情
報
媒
体
で
あ
る
﹂（
白
水
、
二
〇
〇
四
：
二
三
）
と
定

義
し
た
。
そ
し
て
具
体
的
に
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
言
語
メ
デ
ィ
ア
、
エ
ス

ニ
ッ
ク
言
語
・
主
流
言
語
併
用
メ
デ
ィ
ア
、
主
流
言
語
メ
デ
ィ
ア
と

い
う
三
種
類
に
分
類
す
る
。
要
す
る
に
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
メ
デ
ィ
ア
の

根
本
は
、﹁
そ
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
ゆ
え
に
用
い
ら
れ
る
﹂
こ
と
、
つ

ま
り
自
ら
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
表
出
で
あ
る
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
中
国
に
お
い
て
は
、
モ
ン
ゴ
ル
語
に
よ
る
メ
デ
ィ
ア
で
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れ
る
。
最
後
に
、
記
事
に
は
、
文
化
面
よ
り
、
経
済
発
展
や
、
生
産

生
活
方
式
の
変
容
や
、特
に
民
族
団
結
等
を
強
調
す
る
傾
向
が
あ
る
。

要
す
る
に
、
中
央
紙
に
お
け
る
少
数
民
族
関
連
の
記
事
は
、
民
族

よ
り
﹁
民
族
地
域
﹂
の
報
道
を
重
要
視
す
る
。
そ
れ
に
、
文
化
よ
り

経
済
の
発
展
に
関
す
る
報
道
を
重
要
視
す
る
。
ま
た
、少
数
民
族﹁
個

人
﹂
の
人
物
誌
が
極
め
て
少
な
い
と
い
う
こ
と
も
、
中
央
紙
の
報
道

の
著
し
い
特
徴
で
あ
る
。

一
方
、
内
モ
ン
ゴ
ル
の
地
方
メ
デ
ィ
ア
も
必
ず
し
も
白
水
が
定

義
し
た
エ
ス
ニ
ッ
ク
メ
デ
ィ
ア
と
は
言
え
な
い
。
な
ぜ
か
と
い
う

と
、
表
一
で
示
す
よ
う
に
、
内
モ
ン
ゴ
ル
の
ラ
ジ
オ
局
・
テ
レ
ビ
局

そ
し
て
大
手
通
信
社
は
、
ほ
ぼ
﹁
地
方
政
府
の
監
督
を
受
け
る
﹂
と

い
う
現
状
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
内
モ
ン
ゴ
ル
は
モ
ン
ゴ
ル

族
の
自
治
区
と
し
て
、
そ
の
地
方
政
府
の
構
成
員
も
、
モ
ン
ゴ
ル
族

の
エ
リ
ー
ト
が
多
く
い
る
の
は
事
実
で
あ
る
。
本
稿
は
エ
ス
ニ
ッ
ク

メ
デ
ィ
ア
の
定
義
を
模
索
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
﹁
モ
ン

ゴ
ル
﹂
と
関
わ
る
地
方
メ
デ
ィ
ア
の
記
事
を
分
析
す
る
こ
と
を
研
究

方
法
と
す
る
。
ゆ
え
に
、
筆
者
は
白
水
（
二
〇
〇
四
）
の
定
義
を
援

用
し
つ
つ
多
少
の
修
正
を
加
え
、
こ
の
よ
う
な
地
方
政
府
の
監
督
を

受
け
る
モ
ン
ゴ
ル
語
メ
デ
ィ
ア
を
、﹁
官
製
エ
ス
ニ
ッ
ク
メ
デ
ィ
ア
﹂

と
定
義
し
、
考
察
を
進
め
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
モ
ン
ゴ
ル
語
マ
ス
コ
ミ
の
衰
退
を
強
調
し
た
い
。

﹁
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
メ
デ
ィ
ア
業
報
告
書︶

11
︵

﹂
に
よ
れ
ば
、
現
在
内

モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
国
営
メ
デ
ィ
ア
は
主
に
漢
語
を
使
用
し
て
い

表 1　本稿で取り扱うエスニックメディアの属性

属性 政府との関係 本稿の定義

国営テレビ・ラジオ・
新聞・雑誌・新メディ
ア（SNS等）

国営中央メディア 中国共産党中央の
監督を受ける

中央紙のモンゴル語版・非エスニッ
クメディア・本稿では取り扱わない

中央機関紙 中国共産党中央に
直接管理される

国営地方メディア 各地方政府の監督
を受ける

筆者はそれらのメディアを官製メ
ディアと定義し、そしてモンゴル語
による官製メディアを官製エスニッ
クメディアと定義する

地方機関紙 地方政府に直接管
理される

その記事は基本的に政府政策の説明・
宣伝であり、本稿では取り扱わない

私営（中国の政策によって、私営テレビ・
ラジオは違法である）新聞・雑誌・新メ
ディア

原則上独立運営、
ただし、本文の削
除を要求されるこ
とがある

モンゴル族のエスニシティを表出す
るすべての私営メディアは私営エス
ニックメディアと定義する
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モ
ン
ゴ
ル
優
秀
新
聞
﹂
の
特
別
賞
を
受
賞
し
た
﹁
来
自
内
蒙
古
大
草

原
的
報
告
（
内
モ
ン
ゴ
ル
草
原
か
ら
の
報
告
）﹂
シ
リ
ー
ズ
は
、
モ

ン
ゴ
ル
族
の
現
状
の
代
わ
り
に
、
内
モ
ン
ゴ
ル
各
地
の
経
済
発
展
の

紹
介
に
力
を
入
れ
た
。

﹁
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
新
聞
統
計︶

14
︵

﹂
に
よ
れ
ば
、
現
在
内
モ
ン
ゴ

ル
に
は
一
二
一
社
の
新
聞
社
が
あ
る
が
、
二
〇
一
八
年
ま
で
、
モ
ン

ゴ
ル
語
に
よ
る
出
版
社
は
七
社
し
か
な
い︶

15
︵

。
ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
語
定

期
刊
行
物
の
種
類
は
四
九
、
モ
ン
ゴ
ル
語
新
聞
の
種
類
も
僅
か
に

一
九
で
あ
る
。
二
〇
一
三
年
、
一
二
社
の
モ
ン
ゴ
ル
語
新
聞
社
が
主

催
す
る
﹁
内
モ
ン
ゴ
ル
モ
ン
ゴ
ル
語
新
聞
連
盟
﹂
が
結
成
さ
れ
た
。

そ
の
成
果
は
、
各
社
が
共
同
に
運
営
す
る
モ
ン
ゴ
ル
語
ニ
ュ
ー
ス
サ

イ
ト
の
開
設
で
あ
る
。
そ
の
後
、
二
〇
一
八
年
に
﹁
モ
ン
ゴ
ル
語

ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
連
盟
﹂
も
設
立
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
各
﹁
官
製

エ
ス
ニ
ッ
ク
メ
デ
ィ
ア
﹂
は
積
極
的
に
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ

メ
デ
ィ
ア
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
進
出
し
始
め
た
。

一
方
Ｓ
Ｎ
Ｓ
時
代
の
風
に
乗
り
、﹁
私
営
エ
ス
ニ
ッ
ク
メ
デ
ィ
ア
﹂

も
大
繁
盛
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
最
も
有
名
な
の
は
、
私
営
モ
ン
ゴ

ル
語
Ｓ
Ｎ
Ｓ
﹁B

ai
nu

（

）﹂
で
あ
る
。﹁B

ai
nu

﹂
は
モ
ン
ゴ
ル
語

の
﹁
も
し
も
し
﹂
と
い
う
挨
拶
で
、
ア
プ
リ
自
体
は
モ
ン
ゴ
ル
文
字

を
使
用
す
るW

eC
ha

t

に
相
当
す
る
。
開
発
者
は
﹁
モ
ン
ゴ
ル
人︶

16
︵

の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
作
ろ
う
（
是
蒙
古
人
自
己
的
聊
天
工
具
）﹂
と
い
う
広
告

文
を
打
ち
出
し
た
が︶

17
︵

、
登
録
に
は
中
国
の
携
帯
電
話
番
号
が
必
要
で

あ
る
た
め
、
そ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
中
国
の
モ
ン
ゴ
ル
族
の
み
で
あ
る

る
。
政
策
上
、
自
治
区
レ
ベ
ル
そ
し
て
盟︶

12
︵

・
市
レ
ベ
ル
は
一
定
時
間

の
モ
ン
ゴ
ル
語
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
放
送
と
一
定
数
量
の
モ
ン
ゴ
ル
語
に

よ
る
新
聞
の
発
行
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
内
モ
ン
ゴ
ル
自

治
区
で
は
確
か
に
毎
日
二
十
四
時
間
モ
ン
ゴ
ル
語
放
送
（
ラ
ジ
オ
・

テ
レ
ビ
）
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
放
送
は
独
立
し
た
メ
デ
ィ
ア
で

は
な
く
、
漢
語
の
放
送
局
の
一
つ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
し
て
設
置
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
放
送
内
容
は
漢
語
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
翻
訳
が
多
い
。
そ

れ
に
、モ
ン
ゴ
ル
語
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
放
送
内
容
も
、重
複
率
が
高
い
。

現
在
、
若
者
の
多
く
は
漢
語
教
育
を
受
け
て
い
る
た
め
、
二
〇
二
〇

年
の
国
勢
調
査︶

13
︵

か
ら
み
れ
ば
、
二
〇
一
〇
年
と
比
べ
、
内
モ
ン
ゴ
ル

自
治
区
総
人
口
に
占
め
る
モ
ン
ゴ
ル
族
人
口
の
割
合
が
高
く
な
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
モ
ン
ゴ
ル
語
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
率
が
大
き
く
下

が
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
モ
ン
ゴ
ル
語
放
送
の
広
告
費
の
収
入
は

非
常
に
少
な
く
、
そ
の
運
営
は
ほ
ぼ
政
府
か
ら
の
補
助
金
に
よ
っ
て

賄
わ
れ
て
お
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
番
組
や
記
事
を
作
る
の
も
非
常
に

困
難
な
状
態
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
内
モ
ン
ゴ
ル
の
メ
デ
ィ
ア
と
モ

ン
ゴ
ル
国
の
メ
デ
ィ
ア
機
関
も
協
力
関
係
に
あ
り
、
モ
ン
ゴ
ル
語
の

放
送
内
容
は
時
に
モ
ン
ゴ
ル
国
の
音
楽
、
番
組
、
映
画
な
ど
が
あ
る
。

一
方
、
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
だ
け
で
な
く
、
モ
ン
ゴ
ル
語
新
聞
も
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
記
事
が
欠
如
し
て
い
る
。﹃
内
蒙
古
日
報
蒙
文
版
﹄

の
多
く
の
記
事
は
﹃
内
蒙
古
日
報
﹄
の
漢
語
版
の
翻
訳
で
あ
り
、
モ

ン
ゴ
ル
族
立
場
の
報
道
で
は
な
く
、
内
モ
ン
ゴ
ル
地
域
の
立
場
の
報

道
が
多
い
。
例
え
ば
、近
年
最
も
評
判
に
な
り
、二
〇
一
八
年
度
﹁
内

ヤ
E
9
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ち
な
み
に
、
研
究
対
象
の
使
用
言
語
は
、
主
に
三
つ
の
パ
タ
ー
ン

が
あ
る
。
一
つ
目
は
、﹁
官
製
エ
ス
ニ
ッ
ク
メ
デ
ィ
ア
﹂
で
、
そ
の

コ
ン
テ
ン
ツ
は
地
元
モ
ン
ゴ
ル
語
新
聞
、
地
元
モ
ン
ゴ
ル
語
ニ
ュ
ー

ス
の
切
り
抜
き
で
あ
り
、
タ
イ
ト
ル
と
要
旨
は
漢
語
で
書
き
、
本
文

は
す
べ
て
モ
ン
ゴ
ル
語
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、﹁
私
営

エ
ス
ニ
ッ
ク
メ
デ
ィ
ア
﹂
の
漢
語
購
読
ア
カ
ウ
ン
ト
で
あ
る
。
そ
の

本
文
は
主
に
漢
語
で
書
か
れ
た
も
の
だ
が
、
モ
ン
ゴ
ル
語
の
歌
・
映

画
・
本
の
シ
ェ
ア
も
あ
る
。
ち
な
み
に
、
歌
の
シ
ェ
ア
は
モ
ン
ゴ
ル

語
が
一
定
数
を
占
め
る
が
、
映
画
や
本
の
多
く
は
漢
語
字
幕
・
漢
語

訳
本
が
あ
る
。
三
つ
目
は
、﹁
私
営
エ
ス
ニ
ッ
ク
メ
デ
ィ
ア
﹂
の
モ

ン
ゴ
ル
語
購
読
ア
カ
ウ
ン
ト
で
あ
る
。
一
つ
目
と
同
じ
く
、
タ
イ
ト

ル
と
要
旨
は
漢
語
で
書
か
れ
る
が
、
本
文
は
す
べ
て
モ
ン
ゴ
ル
語
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。

使
用
言
語
か
ら
見
れ
ば
、
一
つ
目
と
三
つ
目
は
主
に
地
元
の
モ
ン

ゴ
ル
族
、
し
か
も
日
常
的
に
モ
ン
ゴ
ル
語
を
使
用
す
る
モ
ン
ゴ
ル
族

に
向
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
一
方
、
二
つ
目
は
漢
族
あ
る
い
は
モ
ン

ゴ
ル
語
の
運
用
能
力
が
不
十
分
な
モ
ン
ゴ
ル
族
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。

四　

研
究
方
法

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
稿
の
研
究
方
法
は
購
読
ア
カ
ウ
ン
ト

の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
テ

キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
と
は
、
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
を
対
象
と
す
る
大
量

と
考
え
ら
れ
る
。B

ainu

が
優
れ
て
い
る
の
は
モ
ン
ゴ
ル
文
字
の
入

力
方
式
が
簡
単
で
、
縦
書
き
の
モ
ン
ゴ
ル
文
字
を
読
む
の
に
便
利
で

あ
る
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
烏
日
汗
（
二
〇
一
八
）
は
モ
ン
ゴ
ル
族

大
学
生
のB

ainu
使
用
状
況
を
調
査
し
、﹁
ユ
ー
ザ
ー
の
定
着
度
が

低
い
﹂
と
い
う
結
論
を
導
い
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
漢
語
教
育
の

普
及
に
従
っ
て
、
家
庭
内
言
語
は
依
然
と
し
て
モ
ン
ゴ
ル
語
で
あ
っ

て
も
、
モ
ン
ゴ
ル
族
大
学
生
は
既
に
漢
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
慣
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。さ
ら
に
、彼
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
中
で
、
モ
ン
ゴ
ル
語
を
使
用
し
な
い
人
も
多
く
い
る
。
友
達

と
何
か
を
シ
ェ
ア
し
た
い
と
き
、
購
読
ア
カ
ウ
ン
ト
を
フ
ォ
ロ
ー
し

た
い
と
き
、
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
を
し
た
い
と
き
、
必
然
的
に

W
eC

hat

を
使
う
こ
と
に
な
る
。W

eC
hat

は
モ
ン
ゴ
ル
文
字
が
使
え

る
上
、B

ainu

が
持
た
な
い
機
能
も
多
く
あ
る
た
め
で
あ
る
。
ユ
ー

ザ
ー
はB

ainu

に
登
録
し
て
新
し
い
モ
ン
ゴ
ル
族
友
達
を
作
る
と
し

て
も
、
結
局W

eC
hat ID

を
交
換
し
、
徐
々
にB

ainu
を
使
わ
な
く

な
る
の
で
あ
る
。

ゆ
え
に
、
既
存
の
ユ
ー
ザ
ー
の
定
着
率
が
高
い
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
例
え
ば

W
eC

hat

）
を
道
具
と
し
て
使
う
こ
と
は
、
も
は
や
現
在
中
国
の
エ

ス
ニ
ッ
ク
メ
デ
ィ
ア
に
と
っ
て
一
つ
の
重
要
な
戦
略
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
本
稿
の
研
究
対
象
は
、﹁
官
製
エ
ス
ニ
ッ
ク
メ
デ
ィ
ア
﹂

と
、﹁
私
営
エ
ス
ニ
ッ
ク
メ
デ
ィ
ア
﹂
の
、W

eC
hat

購
読
ア
カ
ウ
ン

ト
上
の
、﹁
モ
ン
ゴ
ル
文
化
﹂
に
関
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
分
析
に
絞

ら
れ
る
。
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な
レ
イ
シ
ズ
ム
の
イ
メ
ー
ジ
構
成
を
明
ら
か
に
し
た
。

本
稿
も
主
に
共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
を
利
用
し
て
、
コ
ー
パ
ス

に
対
し
て
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
を
行
い
、﹁
モ
ン
ゴ
ル
文
化
﹂
に

関
す
る
抽
出
語
の
出
現
頻
度
や
出
現
傾
向
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

に
、
共
起
関
係
の
分
析
を
行
う
。
ま
た
、
そ
の
共
起
関
係
か
ら
得
ら

れ
た
語
に
対
し
て
、
そ
の
語
が
ど
の
よ
う
な
文
脈
の
中
で
用
い
ら
れ

て
い
る
の
か
を
、
コ
ー
パ
ス
か
ら
み
る
こ
と
で
考
察
す
る
。
こ
う
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
属
性
の
購
読
ア
カ
ウ
ン
ト
が
、
ど
の
よ
う
な
文
脈

で
﹁
モ
ン
ゴ
ル
文
化
﹂
を
構
築
す
る
か
を
検
証
し
た
い
。

分
析
結
果
を
説
明
す
る
た
め
に
、
本
稿
の
調
査
概
要
と
﹁K

H
 

C
oder 3

（
フ
リ
ー
版
）﹂
に
お
け
る
共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
分
析
の

手
順
を
以
下
の
よ
う
に
簡
単
に
説
明
す
る
。

本
稿
は
ま
ず
、W

eC
hat

購
読
ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら
取
得
し
た
デ
ー

タ
を
利
用
し
て
い
る
。
取
得
対
象
期
間
は
二
〇
一
九
年
一
月
か
ら

二
〇
二
二
年
一
月
ま
で
の
三
年
分
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
図
１
で
示

す
よ
う
に
、
属
性
が
異
な
っ
た
購
読
ア
カ
ウ
ン
ト
の
使
用
言
語
は

モ
ン
ゴ
ル
語
漢
語
併
用
が
多
い
が
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
と
概
要
は
全
部

漢
語
で
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
今
回
は
漢
語
で
書
か
れ
た
タ
イ
ト
ル

と
概
要
を
コ
ー
パ
ス
と
し
て
抽
出
す
る
。
ま
た
、
表
一
で
分
類
し
た

よ
う
に
、
筆
者
は
モ
ン
ゴ
ル
語
に
よ
る
官
製
メ
デ
ィ
ア
を
官
製
エ
ス

ニ
ッ
ク
メ
デ
ィ
ア
と
定
義
し
、
モ
ン
ゴ
ル
族
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
を
表

出
す
る
す
べ
て
の
私
営
メ
デ
ィ
ア
は
私
営
エ
ス
ニ
ッ
ク
メ
デ
ィ
ア
と

定
義
す
る
。
こ
こ
で
一
点
だ
け
補
足
し
た
い
。
官
製
メ
デ
ィ
ア
に
は

の
デ
ー
タ
か
ら
、
属
性
や
デ
ー
タ
間
に
成
り
立
つ
規
則
を
客
観
的
か

つ
高
速
に
発
見
で
き
る
手
法
で
あ
る
（
樋
口
、
二
〇
一
四
）。

本
稿
の
分
析
対
象
は
、
膨
大
な
量
の
テ
キ
ス
ト
型
の
デ
ジ
タ
ル

デ
ー
タ
（
コ
ー
パ
ス
）
で
あ
る
。
本
稿
は
、
文
書
や
音
声
と
い
っ
た

質
的
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
内
容
分
析
と
い
う
手
法
を
踏
ま
え
、
計
量

的
手
法
を
用
い
て
分
析
を
行
う
。
つ
ま
り
、
単
な
る
語
彙
の
整
理
と

分
析
に
留
ま
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
語
彙
が
織
り
な
す
こ
と
に
よ
っ

て
生
成
さ
れ
る
意
味
内
容
の
検
討
も
行
う
。
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め

に
、
分
解
し
た
単
語
か
ら
、
出
現
頻
度
や
出
現
傾
向
、
タ
イ
ミ
ン
グ

な
ど
を
集
計
す
る
必
要
が
あ
る
。
樋
口
（
二
〇
一
四
）
は
こ
の
よ
う

な
テ
キ
ス
ト
型
（
文
章
型
）
デ
ー
タ
の
分
析
方
法
を
﹁
計
量
テ
キ
ス

ト
分
析
﹂
と
定
義
し
、
そ
の
方
法
を
実
現
す
る
た
め
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
﹁K

H
 Coder

﹂
を
開
発
・
公
開
し
て
き
た
。K

H
 Coder

は
、
テ
キ

ス
ト
型
（
文
章
型
）
デ
ー
タ
を
統
計
的
に
分
析
す
る
た
め
の
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
と
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
自
由
記
述
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録
・

新
聞
記
事
な
ど
、
様
々
な
社
会
調
査
デ
ー
タ
を
分
析
で
き
る
。

こ
こ
で
﹁K

H
 C

oder

﹂
を
利
用
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
稿
を
分
析
す
る

一
つ
の
重
要
な
応
用
例
を
挙
げ
る
。
高
史
明
（
二
〇
一
五
）
はK

H
 

C
oder

を
使
っ
て
、
ネ
ッ
ト
上
の
発
言
・
コ
メ
ン
ト
に
テ
キ
ス
ト
マ

イ
ニ
ン
グ
を
行
い
、
一
つ
一
つ
の
文
書
で
出
現
す
る
単
語
の
出
現
頻

度
を
把
握
し
た
。
そ
し
て
抽
出
語
の
関
係
を
分
析
し
、
語
の
共
起
関

係
に
つ
い
て
考
察
を
行
い
、そ
の
関
係
性
を
計
算
し
て
図
示
化
し
た
。

こ
う
し
て
、
高
（
二
〇
一
五
）
は
在
日
コ
リ
ア
ン
が
経
験
し
た
新
た
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ト
﹂
と
い
う
三
つ
の
コ
ー
パ
ス
フ
ァ
イ
ル
を
作
成
し
た
。

次
に
、
本
稿
は
﹁
蒙
古　

文
化
﹂
と
い
う
分
類
コ
ー
ド
を
使
い
、

三
つ
の
フ
ァ
イ
ル
に
共
起
関
係
分
析
を
行
い
、﹁
蒙
古　

文
化
﹂
に

言
及
す
る
文
章
の
中
で
、
出
現
頻
度
が
高
い
抽
出
語
と
、
そ
の
出
現

傾
向
を
図
式
化
し
た
。

分
析
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
図
式
化
さ
れ
た
出
現
頻
度
上
位
の
単
語
は

何
で
あ
る
か
、
ど
の
よ
う
な
文
脈
で
登
場
す
る
か
で
あ
る
。
ま
た
、

最
も
大
き
な
円
は
ど
の
単
語
の
円
か
、
各
サ
ブ
グ
ラ
フ
で
頻
度
の
高

い（
大
き
い
）ワ
ー
ド
は
ど
の
単
語
と
一
緒
に
登
場
し
て
い
る
か（
直

線
で
結
ば
れ
て
い
る
か
）、
を
明
ら
か
に
す
る︶

18
︵

。

五　

W
eC
hat

購
読
ア
カ
ウ
ン
ト
の
コ
ン
テ
ン
ツ
考
察

第
二
章
で
説
明
し
た
分
類
に
従
っ
て
、
筆
者
は
調
査
対
象
を
﹁
官

製
エ
ス
ニ
ッ
ク
メ
デ
ィ
ア
の
モ
ン
ゴ
ル
語
購
読
ア
カ
ウ
ン
ト
﹂（
以

下
Ａ
組
）、﹁
私
営
エ
ス
ニ
ッ
ク
メ
デ
ィ
ア
の
漢
語
購
読
ア
カ
ウ
ン
ト
﹂

（
以
下
Ｂ
組
）
と
﹁
私
営
エ
ス
ニ
ッ
ク
メ
デ
ィ
ア
の
モ
ン
ゴ
ル
語
購

読
ア
カ
ウ
ン
ト
﹂（
以
下
Ｃ
組
）
に
分
け
る
こ
と
に
す
る
。
使
用
言

語
の
面
か
ら
見
れ
ば
、
Ａ
組
は
モ
ン
ゴ
ル
語
で
書
か
れ
、
モ
ン
ゴ
ル

族
に
向
け
ら
れ
て
い
る
が
、そ
の
記
事
は
漢
語
新
聞
の
翻
訳
が
多
い
。

Ｂ
組
は
漢
語
で
書
か
れ
、オ
リ
ジ
ナ
ル
な
記
事
と
転
載
両
方
が
あ
る
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
な
記
事
の
中
で
は
、
本
の
抜
粋
が
多
い
。
Ｃ
組
は
モ
ン

ゴ
ル
語
で
書
か
れ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
記
事
よ
り
転
載
が
多
い
。
例
え

漢
語
版
と
モ
ン
ゴ
ル
語
版
の
言
語
差
異
が
あ
る
が
、
そ
の
コ
ン
テ
ン

ツ
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
筆
者
は
官
製
メ
デ
ィ
ア
の
モ
ン

ゴ
ル
語
版
＝
﹁
官
製
エ
ス
ニ
ッ
ク
メ
デ
ィ
ア
の
モ
ン
ゴ
ル
語
購
読
ア

カ
ウ
ン
ト
﹂、﹁
私
営
エ
ス
ニ
ッ
ク
メ
デ
ィ
ア
の
漢
語
購
読
ア
カ
ウ
ン

ト
﹂、﹁
私
営
エ
ス
ニ
ッ
ク
メ
デ
ィ
ア
の
モ
ン
ゴ
ル
語
購
読
ア
カ
ウ
ン

図１　購読アカウントのコンテンツ
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ば
政
府
広
報
の
転
載
や
、
モ
ン
ゴ
ル
国
の
ニ
ュ
ー
ス
の
転
載
も
多
く

あ
る
。
な
お
、
モ
ン
ゴ
ル
国
の
ニ
ュ
ー
ス
の
転
載
は
キ
リ
ル
文
字
の

ま
ま
で
は
な
く
、
そ
れ
を
モ
ン
ゴ
ル
文
字
に
転
写
さ
れ
て
掲
載
さ
れ

て
い
る
も
の
が
多
い
で
あ
る
。

本
章
は
そ
れ
ぞ
れ
の
購
読
ア
カ
ウ
ン
ト
に
対
す
る
共
起
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
分
析
を
行
う
。

五
‐
一　

�

官
製
エ
ス
ニ
ッ
ク
メ
デ
ィ
ア
の
モ
ン
ゴ
ル
語
購
読

ア
カ
ウ
ン
ト
（
Ａ
組
）
の
分
析
か
ら

﹁
蒙
古　

文
化
﹂
を
分
類
コ
ー
ド
と
し
て
、
Ａ
組
に
お
け
る
出
現

頻
度
﹁
上
位
五
〇
﹂、
係
数
が
﹁
〇
・
二
以
上
﹂
の
抽
出
語
の
共
起
関

係
を
、
以
下
の
よ
う
に
図
式
化
し
た
。

図
２
で
概
観
し
た
と
こ
ろ
、edge

に
よ
っ
て
結
ば
れ
な
いnode

ま
た
は
係
数
が
﹁
〇
・
二
﹂
以
下
の
点
線
で
結
ば
れ
たnode

を
境
に
、

関
係
性
が
強
い
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
得
た
。
つ
ま
り
、
Ａ
組
の
コ
ン

テ
ン
ツ
で
は
、﹁
モ
ン
ゴ
ル
文
化
﹂
を
言
及
す
る
際
に
、
主
に
以
下

の
五
つ
の
面
か
ら
提
起
す
る
。K

H
 C

order

の
﹁
コ
ン
コ
ー
ダ
ン
ス
﹂

機
能
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
特
徴
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

① 

﹁
蒙
古
馬
精
神
﹂関
連
の
文
芸
作
品
。
い
わ
ゆ
る
蒙
古
馬
精
神
は
、

モ
ン
ゴ
ル
族
の
伝
統
文
化
で
は
な
く
、
国
家
主
席
の
習
近
平
氏
が

提
起
し
た
﹁
モ
ン
ゴ
ル
族
に
対
す
る
賛
美
―
―
剛
毅
果
断
﹂
で
あ

る︶
19
︵

。
そ
れ
ら
の
記
事
は
主
に
﹁
蒙
古
馬
精
神
は
モ
ン
ゴ
ル
文
化
の

図２　官製エスニックメディアのモンゴル語購読アカウントにおける「蒙古　文化」の検索結果
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産
生
活
様
式
の
変
化
を
、
モ
ン
ゴ
ル
文
化
の
一
環
と
し
て
提
示
す

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
例
え
ば
、
某
地
の
冬
は
ど
の
よ
う
な
景
色

が
あ
り
、
現
地
の
人
は
昔
と
異
な
り
、
ど
の
よ
う
に
生
活
し
て
い

る
の
か
。
そ
れ
を
現
代
の
モ
ン
ゴ
ル
人
の
文
化
と
し
て
捉
え
て
い

る
と
い
う
結
論
を
導
い
た
。

④ 

モ
ン
ゴ
ル
文
化
撮
影
と
い
う
コ
ラ
ム
関
連
。
そ
れ
は
﹃
内
蒙
古
日

報
﹄
を
中
心
と
し
た
コ
ラ
ム
で
、
各
地
方
新
聞
社
も
こ
の
よ
う
な

企
画
を
打
ち
出
し
た
。
趣
旨
は
﹁
蒙
古　

文
化
﹂
を
表
現
す
る
写

真
を
載
せ
る
こ
と
、
出
現
頻
度
が
最
も
上
位
のnode

は
﹁
北
京
・

中
国
・
国
際
﹂
で
あ
る
。
つ
ま
り
そ
の
記
事
の
主
旨
は
文
化
の
説

明
よ
り
、
内
モ
ン
ゴ
ル
地
域
の
外
へ
の
発
信
を
重
要
視
す
る
。

⑤ 

﹁
草
原
﹂
の
名
を
冠
し
た
様
々
な
音
楽
・
劇
・
ド
ラ
マ
の
紹
介
。

Ａ
組
の
最
も
重
要
なnode

は
名
詞
の
﹁
草
原
﹂
で
あ
る
（
出
現

頻
度
二
〇
〇
〇
以
上
）。な
お
、草
原
は
現
実
的
な
草
原
で
は
な
く
、

む
し
ろ
モ
ン
ゴ
ル
文
化
の
象
徴
と
し
て
使
わ
れ
る
。
例
え
ば
地
元

テ
レ
ビ
局
が
作
る
ド
ラ
マ
、
番
組
、
歌
の
こ
と
を
、﹁
草
原
音
楽
・

草
原
英
雄
の
劇
﹂
と
呼
ぶ
。
な
お
、
そ
れ
ら
の
﹁
草
原
作
品
﹂
は

必
ず
し
も
モ
ン
ゴ
ル
語
に
よ
る
作
品
と
は
限
ら
な
い
。
む
し
ろ
、

漢
語
で
モ
ン
ゴ
ル
の
意
匠
を
描
写
す
る
も
の
が
多
い
。

ま
と
め
る
と
、
Ａ
組
に
お
け
る
﹁
モ
ン
ゴ
ル
文
化
﹂
は
、
民
族
文

化
よ
り
﹁
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
文
化
﹂
と
い
う
面
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
伝
統
・
歴
史
に
は
ほ
ぼ
言
及
さ
れ
な
い
一
方
、
現
在
の
、
特

に
都
市
部
に
お
け
る
文
化
実
践
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
内
モ
ン

象
徴
、
内
モ
ン
ゴ
ル
の
象
徴
﹂
と
強
調
す
る
。
そ
し
て
モ
ン
ゴ
ル

文
化
を
宣
伝
す
る
た
め
に
、
蒙
古
馬
精
神
に
関
す
る
文
芸
作
品
の

創
作
を
奨
励
す
る
。
例
え
ば
二
〇
一
七
年
、
内
蒙
古
シ
リ
ン
ゴ
ル

の
写
真
家
協
会
が
鳳
凰
馬
場
に
て﹁
モ
ン
ゴ
ル
馬
の
精
神
を
感
じ
、

牧
民
の
風
情
を
撮
る
﹂
と
い
う
題
で
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
各
地
か

ら
二
〇
〇
名
以
上
の
写
真
家
が
参
加
し
た
。

 

こ
こ
か
ら
は
、
中
央
政
府
が
当
該
民
族
文
化
に
付
与
し
た
イ
メ
ー

ジ
を
、
そ
の
民
族
文
化
の
一
部
と
し
て
扱
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
さ
ら
に
、
モ
ン
ゴ
ル
族
と
内
モ
ン
ゴ
ル
地
域
を
混
同
す

る
傾
向
が
見
え
る
。
ま
た
、
精
神
と
創
作
の
関
係
性
は
﹁
〇
・
二
﹂

以
上
、
そ
し
て
﹁
創
作
﹂
の
出
現
頻
度
﹁
二
〇
〇
﹂
前
後
と
い
う

こ
と
か
ら
、そ
れ
ら
の
記
事
で
は
﹁
昔
な
が
ら
の
モ
ン
ゴ
ル
文
化
﹂

と
い
う
よ
り
、﹁
こ
れ
か
ら
の
モ
ン
ゴ
ル
文
化
は
ど
う
な
る
の
か
﹂

が
頻
繁
に
提
起
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

② 

ウ
ラ
ー
ン
ム
チ
ル
（
烏
蘭
牧
騎︶

20
︵

）
の
公
演
を
代
表
と
す
る
、
市
民

向
け
の
様
々
な
モ
ン
ゴ
ル
文
化
イ
ベ
ン
ト
の
紹
介
。﹁
市
民
﹂﹁
人

民
﹂な
ど
の
単
語
は
主
に
こ
の
グ
ル
ー
プ
と
つ
な
が
る
。
つ
ま
り
、

Ａ
組
に
と
っ
て
、一
般
人
が
モ
ン
ゴ
ル
文
化
に
接
触
す
る
契
機
は
、

日
常
生
活
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と
に

あ
る
（
こ
の
点
に
Ｂ
組
と
の
差
異
が
現
れ
た
）。

③ 

内
モ
ン
ゴ
ル
各
地
の
景
色
紹
介
。
鄂
爾
多
斯
（
オ
ル
ド
ス
）・
烏

海
（
う
か
い
）・
阿
爾
山
（
ア
ル
シ
ャ
ン
）
と
い
う
三
つ
の
地
域

グ
ル
ー
プ
が
あ
る
。
Ａ
組
は
内
モ
ン
ゴ
ル
地
域
の
生
態
環
境
・
生
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ゴ
ル
地
域
の
外
へ
の
発
信
、
特
に
内
モ
ン
ゴ
ル
の
現
在
を
発
信
す
る

こ
と
を
重
要
視
す
る
。
Ａ
組
の
配
信
は
モ
ン
ゴ
ル
語
に
よ
る
た
め
、

そ
の
購
読
者
も
モ
ン
ゴ
ル
族
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

多
く
の
記
事
は
漢
語
新
聞
の
翻
訳
で
し
か
な
い
。
ゆ
え
に
、
そ
れ
ら

の
記
事
の
宗
旨
は
依
然
と
し
て
内
モ
ン
ゴ
ル
地
域
の
外
に
向
け
て
内

モ
ン
ゴ
ル
を
紹
介
す
る
も
の
と
な
る
。

五
‐
二　

�

私
営
エ
ス
ニ
ッ
ク
メ
デ
ィ
ア
の
漢
語
購
読
ア
カ
ウ

ン
ト
（
Ｂ
組
）
の
分
析
か
ら

﹁
蒙
古　

文
化
﹂
を
分
類
コ
ー
ド
と
し
て
、
Ｂ
組
に
お
け
る
出
現

頻
度
﹁
上
位
五
〇
﹂、
係
数
が
﹁
〇
・
二
以
上
﹂
の
抽
出
語
の
共
起
関

係
を
、
以
下
の
よ
う
に
図
式
化
し
た
。

図
３
を
概
観
し
た
と
こ
ろ
、edge

に
よ
っ
て
結
ば
れ
な
いnode

を
境
に
、
関
係
性
が
強
い
九
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
得
た
。
つ
ま
り
、
Ｂ

組
の
コ
ン
テ
ン
ツ
で
は
、﹁
モ
ン
ゴ
ル
文
化
﹂
に
言
及
す
る
際
に
、

主
に
以
下
の
九
つ
の
面
か
ら
提
起
す
る
。K

H
 C

order

の﹁
コ
ン
コ
ー

ダ
ン
ス
﹂
機
能
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ン
テ
ン
ツ

の
特
徴
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

① 

モ
ン
ゴ
ル
文
化
に
お
け
る
各
家
畜
の
象
徴
的
意
義
と
、家
畜
飼
養
・

放
牧
の
歴
史
を
紹
介
す
る
。
特
に
モ
ン
ゴ
ル
人
に
と
っ
て
の
遊
牧

の
重
要
性
を
強
調
す
る
。

② 

モ
ン
ゴ
ル
語
歌
謡
を
は
じ
め
、
モ
ン
ゴ
ル
族
の
昔
な
が
ら
の
生
活

ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル
の
歴
史
を
反
映
す
る
映
画
・
ド
ラ
マ
の
紹
介
。

図３　私営エスニックメディアの漢語購読アカウントにおける「蒙古　文化」の検索結果
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⑤ 

元
朝
歴
史
に
お
け
る
漢
人
虐
待
と
い
う
噂
。
元
朝
の
モ
ン
ゴ
ル
人

の
暴
政
（
例
え
ば
漢
人
の
虐
待
や
、
漢
文
化
の
絶
滅
な
ど
）
は
嘘

だ
と
強
調
し
、
民
族
友
好
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
記
事
で
あ
る
。

⑥ 

チ
ェ
ス
で
活
躍
し
て
い
る
モ
ン
ゴ
ル
人
選
手
の
人
物
誌
。
④
と
同

じ
く
人
物
誌
で
あ
る
が
、そ
の
選
手
は
モ
ン
ゴ
ル
国
出
身
。
実
は
、

Ｂ
組
に
は
中
国
出
身
で
は
な
い
モ
ン
ゴ
ル
人
の
人
物
誌
が
多
く
載

せ
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
﹁
モ
ン
ゴ
ル
人
美
人
、
モ
ン
ゴ
ル
人
相

撲
選
手
、
モ
ン
ゴ
ル
人
研
究
者
﹂
な
ど
。
つ
ま
り
は
国
籍
を
超
え

た
﹁
モ
ン
ゴ
ル
人
﹂
と
し
て
の
誇
り
を
喚
起
す
る
記
事
で
あ
る
。

⑦ 

モ
ン
ゴ
ル
族
の
祭
り
・
火
の
崇
拝
関
連
。
祭
り
・
儀
式
を
中
心
と

し
て
、
月
・
火
・
土
な
ど
の
自
然
崇
拝
や
、
モ
ン
ゴ
ル
仏
教
に
関

す
る
記
事
が
挙
げ
ら
れ
る
。
祭
祀
と
火
のnode

は
八
十
回
以
上

言
及
さ
れ
、
内
モ
ン
ゴ
ル
各
地
の
慣
習
・
祭
り
を
紹
介
し
、
特
に

観
光
化
さ
れ
た
祭
り
が
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
る
。

⑧ 

内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
文
化
研
究
者
の
人
物
誌
と
彼
ら

の
研
究
成
果
。
Ｂ
組
で
最
も
重
要
なnode

は
﹁
内
蒙
古
・
大
学
﹂

で
あ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
人
研
究
者
と
そ
の
研
究
成
果
が
百
篇
以
上
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
文
化
人
類
学
・
モ
ン
ゴ
ル
学
の
成
果
に
拘
ら
ず
、

文
化
へ
の
誇
り
と
﹁
モ
ン
ゴ
ル
人
﹂
と
し
て
の
誇
り
双
方
を
提
示

す
る
も
の
で
あ
る
。

⑨ 
生
活
モ
ン
ゴ
ル
語
会
話
。
主
に
モ
ン
ゴ
ル
語
由
来
の
地
名
を
紹
介

し
、
モ
ン
ゴ
ル
料
理
の
発
音
を
教
え
る
文
章
で
あ
る
。
例
え
ば
呼

和
浩
特
（
フ
フ
ホ
ト
市
）
は
モ
ン
ゴ
ル
語
で
﹁
青
い
城
﹂
を
意
味

Ｂ
組
の
配
信
で
は
こ
の
グ
ル
ー
プ
し
か
モ
ン
ゴ
ル
語
を
使
わ
な

い
。
な
お
、
映
画
と
ド
ラ
マ
は
漢
語
字
幕
付
き
・
漢
語
吹
替
え
の

方
が
多
い
。
ま
た
、漢
語
で
制
作
さ
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
史
の
ド
ラ
マ
・

映
画
も
多
く
あ
る
。

③ 

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
主
に
清
朝
以
降
の
モ
ン
ゴ
ル
史
、
ま
た
は
半
農

耕
半
牧
畜
地
域
（
つ
ま
り
ホ
ル
チ
ン
部
）
の
歴
史
を
紹
介
す
る
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
モ
ン
ゴ
ル
と
い
え
ば
﹁
遊
牧
民
族
﹂
と
い
う

認
識
を
持
つ
漢
族
の
人
が
多
い
。
そ
れ
に
対
し
こ
の
グ
ル
ー
プ
の

文
章
は
主
に
農
耕
モ
ン
ゴ
ル
族
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。一
方
、

皇
太
極
と
い
う
人
物
名node

が
出
現
す
る
理
由
は
、
彼
が
﹁
満

蒙
連
合
﹂
を
提
唱
し
た
モ
ン
ゴ
ル
史
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
言
え
る

か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
近
年
中
国
に
お
け
る
清
朝
の
時
代
劇
が
多

く
あ
る
た
め
（
そ
れ
と
比
べ
元
朝
の
時
代
劇
は
少
な
い
）、
時
代

劇
の
シ
ナ
リ
オ
を
分
析
し
な
が
ら
、
モ
ン
ゴ
ル
の
歴
史
を
紹
介
す

る
文
章
も
あ
る
。

④ 

刺
繡
版
﹃
蒙
古
秘
史
﹄
を
作
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
族
芸
術
家
森
德
花
拉

の
人
物
誌
。
全
国
紙
や
地
方
紙
と
異
な
り
、
Ｂ
組
Ｃ
組
の
一
つ
の

重
要
な
特
徴
は
人
物
誌
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
特
に
森
德

花
拉
（
一
九
七
〇
年
生
ま
れ
）
と
い
う
芸
術
家
は
四
十
回
前
後
言

及
さ
れ
た
。
彼
女
は
、
モ
ン
ゴ
ル
・
ア
ル
ホ
ル
チ
ン
伝
統
刺
繍
技

法
を
用
い
て
、
モ
ン
ゴ
ル
の
歴
史
を
刺
繍
で
表
現
す
る
芸
術
家
で

あ
る
。
し
か
も
、
政
府
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
﹁
文
化
伝
承
者
﹂

と
し
て
、
現
在
で
も
活
躍
し
て
い
る
。
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す
る
。
ま
た
、
漢
字
で
書
か
れ
た
﹁
賽
罕
（
サ
イ
ハ
ン
）﹂
は
も

と
も
と
モ
ン
ゴ
ル
語
で
﹁
美
し
い
﹂
を
意
味
す
る
と
い
っ
た
具
合

で
あ
る
。

Ａ
組
と
比
べ
て
、
Ｂ
組
は
明
ら
か
に
以
下
の
特
徴
が
あ
る
。
第
一

に
、
現
在
よ
り
、
文
化
や
歴
史
に
注
目
す
る
。
ま
た
、
伝
統
文
化
を

論
じ
る
際
に
、
現
在
の
劇
・
映
画
・
本
に
関
す
る
も
の
よ
り
、
宗
教
・

自
然
崇
拝
に
つ
い
て
多
く
取
り
上
げ
る
。
つ
ま
り
、
モ
ン
ゴ
ル
族
の

文
化
的
境
界
の
外
へ
モ
ン
ゴ
ル
文
化
を
発
信
す
る
面
は
あ
る
が
、
現

代
の
内
モ
ン
ゴ
ル
・
都
市
住
民
の
モ
ン
ゴ
ル
族
を
提
示
す
る
Ａ
組
と

異
な
り
、
Ｂ
組
は
昔
な
が
ら
の
生
産
生
活
方
式
を
提
示
す
る
。
第
二

に
、
Ａ
組
は
全
国
紙
の
特
徴
と
同
じ
く
、﹁
人
物
﹂
に
対
す
る
描
写

が
ほ
ぼ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
Ｂ
組
で
は
国
籍
に
関
わ
ら
ず
、
モ

ン
ゴ
ル
人
の
大
学
教
授
や
、
芸
能
人
、
名
医
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、﹁
モ

ン
ゴ
ル
人
﹂
と
し
て
の
誇
り
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
第
三
に
、
購
読

ア
カ
ウ
ン
ト
の
属
性
と
購
読
者
の
属
性
か
ら
考
え
る
と
、
漢
族
に
モ

ン
ゴ
ル
文
化
と
モ
ン
ゴ
ル
人
を
紹
介
す
る
意
図
が
見
ら
れ
る
。

五
‐
三　

�

私
営
・
モ
ン
ゴ
ル
語（

（2
（

を
使
用
す
る
購
読
ア
カ
ウ
ン

ト
（
Ｃ
組
）
の
分
析
か
ら

﹁
蒙
古　

文
化
﹂
を
分
類
コ
ー
ド
と
し
て
、
Ｃ
組
に
お
け
る
出
現

頻
度
﹁
上
位
五
〇
﹂、
係
数
が
﹁
〇
・
二
以
上
﹂
の
抽
出
語
の
共
起
関

係
を
、
以
下
の
よ
う
に
図
式
化
し
た
。

図
４
を
概
観
し
た
と
こ
ろ
、edge

に
よ
っ
て
結
ば
れ
な
いnode

図４　私営エスニックメディアのモンゴル語購読アカウントにおける「蒙古　文化」の検索結果
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運
営
会
社
の
紹
介
。こ
の
グ
ル
ー
プ
の
記
事
は
ほ
ぼ
広
告
で
あ
る
。

⑨ 

モ
ン
ゴ
ル
国
が
制
作
し
た
も
の
を
含
め
、（
モ
ン
ゴ
ル
語
に
よ
る
）

ラ
ジ
オ
番
組
・
テ
レ
ビ
番
組
・
映
画
・
ド
ラ
マ
・
歌
の
紹
介
。
Ｂ

組
の
②
と
違
い
、
漢
語
字
幕
の
な
い
モ
ン
ゴ
ル
国
の
作
品
が
多
く

あ
る
。

⑩ 

モ
ン
ゴ
ル
族
の
親
た
ち
の
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
教
育
に
対
す
る
議
論
。

つ
ま
り
、
子
供
を
民
族
学
校
に
送
る
か
、
一
般
学
校
に
送
る
か
と

い
う
選
択
。ま
た
、族
内
結
婚
・
族
際
結
婚
の
問
題
も
議
論
さ
れ
る
。

⑪ 

民
族
文
化
を
守
る
た
め
に
、
モ
ン
ゴ
ル
族
が
で
き
る
こ
と
を
討
論

す
る
。

⑫ 

モ
ン
ゴ
ル
語
と
伝
統
モ
ン
ゴ
ル
文
字
を
守
る
た
め
に
、
モ
ン
ゴ
ル

族
が
で
き
る
こ
と
を
討
論
す
る
。

⑬ 

中
国
共
産
党
・
特
に
地
方
政
府
が
公
布
し
た
公
文
の
説
明
・
宣
伝
。

①
と
同
じ
く
、
主
に
少
数
民
族
優
遇
政
策
を
紹
介
す
る
。

Ｂ
組
と
異
な
り
、
Ｃ
組
は
ま
ず
歴
史
・
昔
の
文
化
よ
り
、
文
化
伝

承
の
現
状
ま
た
は
母
語
の
実
用
性
・
使
用
率
に
注
目
す
る
。次
に
、Ａ
・

Ｂ
組
と
最
大
の
差
異
は
、
外
―
―
地
域
の
境
界
あ
る
い
は
文
化
の
境

界
の
外
―
―
へ
発
信
す
る
こ
と
よ
り
、
モ
ン
ゴ
ル
族
同
士
の
共
同
努

力
を
強
調
す
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
Ｃ
組
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
文

化
の
イ
メ
ー
ジ
構
成
は
、
Ａ
組
と
同
じ
く
モ
ン
ゴ
ル
族
の
現
在
の
生

活
に
基
づ
い
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
記
事
か
ら
見
れ
ば
、
Ｃ
組

は
都
市
生
活
よ
り
、
民
族
学
校
・
就
職
な
ど
の
日
常
を
重
要
視
す
る

と
い
え
る
。

を
境
に
、
関
係
性
が
強
い
一
三
個
の
グ
ル
ー
プ
を
得
た
。
つ
ま
り
、

Ｃ
組
の
コ
ン
テ
ン
ツ
で
は
、﹁
モ
ン
ゴ
ル
文
化
﹂
に
言
及
す
る
際
に
、

主
に
以
下
の
十
三
の
グ
ル
ー
プ
を
提
起
し
た
。

① 

人
民
・
政
府
・
役
所
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
。
主
に
モ
ン
ゴ
ル
文
化

に
関
す
る
文
化
保
護
政
策
、
特
に
補
助
金
申
請
に
関
す
る
記
事
で

あ
る
。

② 

地
元
政
府
の
宣
伝
政
策
と
関
わ
り
、
モ
ン
ゴ
ル
族
に
関
す
る
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
ニ
ュ
ー
ス
を
積
極
的
に
発
信
す
る
。
例
え
ば﹁
脱
貧
困
﹂

の
牧
民
の
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
、
ま
た
は
政
府
の
少
数
民
族
優
遇

政
策
を
利
用
し
て
成
功
し
た
モ
ン
ゴ
ル
族
起
業
家
の
話
な
ど
が

あ
る
。

③ 

事
業
単
位
（
公
共
事
業
に
関
わ
る
独
立
行
政
法
人
）
と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
に
関
す
る
記
事
。
教
師
・
公
務
員
選
抜
の
募
集
要
項
の
転

載
が
多
い
。
例
え
ば
そ
の
公
募
に
は
モ
ン
ゴ
ル
語
で
受
験
で
き
る

か
、
ま
た
は
少
数
民
族
優
遇
政
策
に
対
応
す
る
か
ど
う
か
な
ど
で

あ
る
。

④
モ
ン
ゴ
ル
語
対
応
の
商
業
施
設
、
レ
ジ
ャ
ー
施
設
な
ど
の
紹
介
。

⑤
モ
ン
ゴ
ル
語
対
応
の
各
政
府
機
関
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ン
ク
。

⑥
モ
ン
ゴ
ル
語
が
使
え
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
紹
介
。

⑦ 

モ
ン
ゴ
ル
語
で
授
業
す
る
小
学
校
の
紹
介
。
幼
稚
園
、
中
学
校
の

紹
介
も
多
く
あ
る
。
ま
た
、
中
央
政
府
か
ら
の
要
請
に
よ
り
モ
ン

ゴ
ル
語
教
科
書
改
訂
の
問
題
も
討
論
さ
れ
る
。

⑧ 

モ
ン
ゴ
ル
風
写
真
、
結
婚
式
、
誕
生
会
な
ど
を
請
け
負
う
イ
ベ
ン
ト



228

社会学雑誌　第 40号

章
で
、
某
ゲ
ル
工
場
の
情
報
を
入
れ
る
こ
と
。
こ
の
よ
う
な
広
告
は

主
に
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
と
ユ
ー
ザ
ー
の
信
頼
感
に
よ
っ
て
収
入
を
決
め

る
。
本
稿
の
調
査
対
象
の
場
合
、
モ
ン
ゴ
ル
族
の
工
芸
品
・
料
理
な

ど
の
広
告
が
多
い
。
例
え
ば
五
︲
三
の
⑧
の
グ
ル
ー
プ
の
分
析
に
該

当
す
る
の
が
、
こ
の
よ
う
な
広
告
で
あ
る
。

筆
者
は
私
営
メ
デ
ィ
ア
を
運
営
す
る
人
を
﹁
モ
ン
ゴ
ル
族
エ
リ
ー

ト
﹂
と
呼
ぶ
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
筆
者
の
調
査
で
、
そ
れ
ら
の
ア

カ
ウ
ン
ト
の
運
営
者
は
学
者
、
独
立
ラ
イ
タ
ー
、
民
族
学
校
の
教
員

が
多
い
た
め
で
あ
る
。
彼
ら
は
広
告
収
入
以
外
に
、﹁
自
民
族
の
た

め
に
何
が
で
き
る
か
﹂
と
い
う
責
任
感
を
持
っ
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な

記
事
を
毎
日
発
信
し
て
い
る
。

民
族
エ
リ
ー
ト
は
、
モ
ン
ゴ
ル
語
に
よ
る
本
、
ド
ラ
マ
（
そ
の
多

く
は
モ
ン
ゴ
ル
国
で
出
版
し
た
も
の
）
を
漢
語
に
訳
し
、
漢
族
の

人
々
、
あ
る
い
は
漢
語
教
育
を
受
け
、
モ
ン
ゴ
ル
語
が
多
少
不
自
由

な
モ
ン
ゴ
ル
族
に
紹
介
し
な
が
ら
、
モ
ン
ゴ
ル
人
で
あ
る
誇
り
を
喚

起
す
る
。
ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
語
ア
カ
ウ
ン
ト
を
作
り
、
モ
ン
ゴ
ル
族

同
士
で
民
族
の
現
在
と
未
来
を
討
論
す
る
人
も
い
る
。
購
読
ア
カ
ウ

ン
ト
は
シ
ェ
ア
・
コ
メ
ン
ト
が
で
き
る
た
め
、
マ
ス
コ
ミ
よ
り
、
お

互
い
の
距
離
感
を
縮
め
る
機
能
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

要
す
る
に
、
運
営
者
と
購
読
者
の
属
性
か
ら
分
析
す
れ
ば
、
ま
ず
、

﹁
官
製
エ
ス
ニ
ッ
ク
メ
デ
ィ
ア
の
モ
ン
ゴ
ル
語
購
読
ア
カ
ウ
ン
ト
﹂

は
地
方
政
府
の
立
場
で
、﹁
モ
ン
ゴ
ル
文
化
﹂
と
﹁
内
モ
ン
ゴ
ル
自

治
区
の
文
化
﹂
を
混
同
す
る
面
が
見
え
る
。
ま
た
、
内
モ
ン
ゴ
ル
都

六　

お
わ
り
に

本
稿
は
ま
ず
官
製
エ
ス
ニ
ッ
ク
メ
デ
ィ
ア
と
私
営
エ
ス
ニ
ッ
ク
メ

デ
ィ
ア
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
差
異
、
そ
し
て
私
営
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る

モ
ン
ゴ
ル
語
・
漢
語
に
よ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
差
異
を
分
析
し
た
。
第

二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
国
営
メ
デ
ィ
ア
の
記
事
は
モ
ン
ゴ
ル
語
で

書
か
れ
た
と
言
っ
て
も
、
実
は
漢
語
に
よ
る
記
事
の
翻
訳
で
し
か
な

い
。
漢
語
教
育
の
普
及
に
従
っ
て
、W

eC
hat

上
の
モ
ン
ゴ
ル
語
新

聞
を
見
る
人
も
徐
々
に
減
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
購
読
ア

カ
ウ
ン
ト
の
編
集
者
は
新
聞
社
の
社
員
で
あ
り
、
そ
の
コ
ン
テ
ン
ツ

は
ほ
ぼ
当
日
新
聞
の
一
部
抜
粋
で
あ
る
。
つ
ま
り
購
読
ア
カ
ウ
ン
ト

の
支
出
と
収
入
に
こ
だ
わ
る
必
要
が
な
く
、
広
告
も
ほ
ぼ
な
い
状
態

で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
記
事
や
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る

記
事
が
な
い
た
め
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
が
益
々
少
な
く
な
る
。

一
方
、
私
営
メ
デ
ィ
ア
は
広
告
収
入
を
得
る
た
め
に
、
ク
リ
ッ
ク

数
を
増
や
す
こ
と
に
力
を
入
れ
る
。
こ
こ
で
、W

eC
hat

購
読
ア
カ

ウ
ン
ト
の
収
益
化
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
す
る
。W

eC
hat

購
読
ア

カ
ウ
ン
ト
は
主
に
二
種
類
の
広
告
が
あ
る
。
一
つ
目
は
Ｃ
Ｔ
Ｒ
に

よ
っ
て
収
入
を
決
め
る
一
般
広
告
。
Ｃ
Ｔ
Ｒ 

と
は
、C

lick Through 
R

ate 

の
略
語
で
、
ユ
ー
ザ
ー
に
表
示
さ
れ
た
回
数
の
う
ち
、
ユ
ー

ザ
ー
が
ク
リ
ッ
ク
し
た
回
数
の
割
合
を
計
算
し
た
も
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
注
目
度
に
よ
っ
て
収
入
を
得
る
。
二
つ
目
は

広
告
で
な
い
形
態
の
宣
伝
。
例
え
ば
モ
ン
ゴ
ル
ゲ
ル
を
紹
介
す
る
文
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「モンゴル文化」はどのように発信されるのか

註
（
1
） http://m

edia.people.com
.cn/n1/2017/0110/c409677-29012776-2.htm

l 

（
2
） http://w

w
w.xinhuanet.com

/politics/2018-10/30/c_1123634783.htm

（
3
） http://iel.zhongyan.org/new

s_show.asp?new
sid=2047&

detail=1

（
4
） http://w

w
w.cac.gov.cn/2021-02/03/c_1613923423079314.htm

（
5
） 

月
に
１
回
以
上
利
用
や
活
動
が
あ
っ
た
ユ
ー
ザ
ー
の
数
を
指
す
。
ユ
ー

ザ
ー
の
利
用
実
態
を
把
握
で
き
る
指
標
で
あ
る
。

（
6
） W

eC
hat

ユ
ー
ザ
ー
デ
ー
タ
報
告 https://w

w
w.dx2025.com

/w
p-content/

uploads/2020/02/2019-w
ei-xin-shu-ju-bao-gao.pdf

（
7
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
よ
う
に
、
中
国
で
は
健

康
コ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。
そ
の
影
響
も
あ
っ
て
、﹃2020

年
中

国
微
信
市
場
分
析
報
告
︲
行
業
運
営
現
状
与
未
来
前
景
研
究
﹄
に
よ
れ
ば
、

W
eC

hat

使
用
率
は
既
に
九
七
・
五
％
に
達
し
た
。

（
8
） 

Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
モ
ン
ゴ
ル
語
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
二
〇
二
二
年
二
月
一
九
日
取
得
、

https://m
ongol.cctv.com

/new
s.htm

）.

（
9
） 

新
華
網
モ
ン
ゴ
ル
語
サ
イ
ト
（
二
〇
二
二
年
二
月
一
九
日
取
得
、http://

w
w

w.nm
g.xinhuanet.com

/m
g/

）.

（
10
） 

人
民
網
モ
ン
ゴ
ル
語
サ
イ
ト
（
二
〇
二
二
年
二
月
一
九
日
取
得
、http://

m
ongol.people.com

.cn/

）.

（
11
） 

内
蒙
古
区
情
網
（
二
〇
二
二
年
二
月
一
九
日
取
得
、http://nm

gqq.com
.

cn/nianjiankanw
u/nianjian/neim

engguniajian/2020juan/w
enhua%

20
%

20lvyouye/2021-10-20/23079.htm
l

）.
（
12
） 
内
モ
ン
ゴ
ル
の
行
政
区
画
で
あ
り
、
市
に
相
当
す
る
。

（
13
） 
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
人
民
政
府
が
公
布
し
た
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、

二
〇
一
〇
年
と
比
べ
、
二
〇
二
〇
年
に
、
自
治
区
総
人
口
に
占
め
る
漢
族

人
口
の
割
合
は
〇
・
八
％
減
っ
て
、
一
方
、
モ
ン
ゴ
ル
族
人
口
の
割
合
は

市
部
の
現
在
を
、
自
治
区
外
へ
発
信
す
る
こ
と
を
重
要
視
す
る
。
次

に
、﹁
私
営
エ
ス
ニ
ッ
ク
メ
デ
ィ
ア
の
漢
語
購
読
ア
カ
ウ
ン
ト
﹂
は

地
元
の
モ
ン
ゴ
ル
族
エ
リ
ー
ト
の
立
場
で
、﹁
モ
ン
ゴ
ル
人
﹂
と
し

て
の
誇
り
を
示
し
な
が
ら
、
漢
族
に
モ
ン
ゴ
ル
文
化
と
モ
ン
ゴ
ル
人

を
紹
介
す
る
意
図
が
見
え
る
。
最
後
に
、﹁
私
営
エ
ス
ニ
ッ
ク
メ
デ
ィ

ア
の
モ
ン
ゴ
ル
語
購
読
ア
カ
ウ
ン
ト
﹂
は
モ
ン
ゴ
ル
族
同
士
の
立
場

で
、
モ
ン
ゴ
ル
文
化
を
地
域
・
文
化
の
境
界
外
へ
発
信
す
る
こ
と
よ

り
、
民
族
教
育
、
文
化
の
伝
承
そ
し
て
モ
ン
ゴ
ル
族
が
直
面
し
て
い

る
日
常
生
活
に
注
目
す
る
。

ま
と
め
る
と
、
地
方
政
府
に
よ
る
﹁
モ
ン
ゴ
ル
文
化
﹂
の
構
造
イ

メ
ー
ジ
は
、
都
市
化
す
る
モ
ン
ゴ
ル
族
の
現
在
で
あ
る
。
一
方
、
地

元
エ
リ
ー
ト
に
よ
る
﹁
モ
ン
ゴ
ル
文
化
﹂
の
構
造
イ
メ
ー
ジ
は
、
他

民
族
に
見
せ
る
た
め
の
歴
史
へ
の
誇
り
で
あ
り
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
部
が
最
も
注
目
し
て
い
る
の
は
、
次
世
代
の
モ
ン
ゴ

ル
族
の
生
活
ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル
文
化
の
伝
承
と
深
く
関
わ
っ
て
い

る
、
実
用
性
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

筆
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
メ
デ
ィ
ア
が
形
成
・
提
示
す
る

﹁
モ
ン
ゴ
ル
文
化
﹂
イ
メ
ー
ジ
の
分
析
を
通
し
て
、
現
在
の
内
モ
ン

ゴ
ル
地
方
政
府
と
地
元
モ
ン
ゴ
ル
族
が
ど
の
よ
う
に
﹁
モ
ン
ゴ
ル
文

化
﹂
を
構
成
す
る
か
を
明
確
化
し
た
。
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〇
・
五
五
％
増
え
た
。（
二
〇
二
二
年
一
一
月
一
九
日
取
得
、https://w

w
w.

nm
g.gov.cn/asnm

g/shjj/rk/202105/t20210521_1594786.htm
l

）.

（
14
） http://w

w
w.53bk.com

/site/search?di=415

（
15
） 

中
国
民
族
文
化
資
料
庫http://w

w
w.m

inw
ang.com

.cn/eportal/ui?pageId
=663068&

articleK
ey=681863&

colum
nId=685793

（
16
） 

本
稿
で
は
﹁
モ
ン
ゴ
ル
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
﹂
を
持
つ
人
を
モ
ン
ゴ
ル
人

と
呼
び
、
中
国
の
戸
籍
上
で
﹁
モ
ン
ゴ
ル
族
﹂
と
登
録
す
る
人
を
モ
ン
ゴ

ル
族
と
呼
ぶ
。
こ
こ
で
強
調
し
た
い
の
は
、
モ
ン
ゴ
ル
族
は
必
ず
し
も
モ

ン
ゴ
ル
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
帰
属
す
る
と
は
言
え
な
い
。
む
し
ろ
、
モ

ン
ゴ
ル
語
さ
え
喋
ら
な
い
し
、﹁
モ
ン
ゴ
ル
文
化
﹂
に
帰
属
感
が
な
い
モ

ン
ゴ
ル
族
の
人
は
少
な
く
な
い
。

（
17
） 

広
告
文
出
典 http://w

w
w.dow

n123.m
e/android/16505/

（
18
） 

結
果
を
説
明
す
る
た
め
に
、
筆
者
は
以
下
の
四
つ
の
概
念
を
提
示
す
る
。

﹁
分
類
コ
ー
ド
﹂：﹁
蒙
古
・
文
化
﹂
と
い
う
検
索
条
件
の
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
ル
ー

ル
・
フ
ァ
イ
ル
を
作
製
す
れ
ば
、
コ
ー
パ
ス
の
中
で
蒙
古
と
文
化
を
同
時

に
言
及
す
る
文
章
だ
け
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。﹁C

oeffi
cient（

係
数
）・

edge(

距
離)

・node

﹂：C
oeffi

cient

は
単
語
な
ど
の
サ
ン
プ
ル
セ
ッ
ト
同

士
の
類
似
度edge

を
測
る
た
め
の
指
標
、
つ
ま
り
複
数
の
単
語
が
文
章

に
登
場
す
る
際
に
、
ど
の
程
度
同
時
に
登
場
す
る
の
か
を
示
す
。
本
稿
は

出
現
頻
度
﹁
上
位
五
〇
﹂、C

oeffi
cient

が
﹁
〇
・
二
以
上
﹂
の
抽
出
語
し

か
表
示
さ
れ
な
い
と
設
定
し
た
。edge

は
線
で
表
現
さ
れ
、
線
が
太
い
ほ

ど
関
係
性
が
強
い
。そ
し
て
抽
出
語
はnode

と
呼
ば
れ
る
円
で
表
現
さ
れ
、

node

はedge

に
よ
っ
て
結
ば
れ
る
。
ま
た
、node

の
円
が
大
き
い
ほ
ど
、

単
語
の
登
場
回
数
が
多
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。﹁Subgraph

﹂。
お
互
い

に
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
語
の
グ
ル
ー
プ
を
見
つ
け
る
よ
う
に
、
本
稿
は

共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
の
サ
ブ
グ
ラ
フ
検
出（random

 w
alks

）機
能
で
、

関
連
性
の
強
い
ワ
ー
ド
ご
と
に
自
動
で
分
類
さ
れ
、
色
分
け
さ
れ
た
も
の

を
図
で
表
示
さ
れ
る
。﹁
コ
ン
コ
ー
ダ
ン
ス
（
Ｋ
Ｗ
Ｉ
Ｃ
）﹂。
抽
出
語
を

ク
リ
ッ
ク
す
る
だ
け
で
、
前
後
の
文
脈
を
含
め
て
、
コ
ー
パ
ス
で
抽
出
語

が
使
わ
れ
て
い
る
場
所
を
表
示
す
る
機
能
。

（
19
） 

習
近
平
氏
が
﹁
蒙
古
馬
精
神
﹂
を
提
起
し
た
報
道https://baike.baidu.com

/
reference/16173047/301dX

od0i7ZqQ
00K

oLbInx_pgET9Q
zt0zM

yz
G

m
LpeY

O
i4Etgnh4FW

3B
7oy-9vU

xH
1Lr0Y

X
PysV

R
s5v3jsR

U
q5n_

D
R

cw
9sqz15ptX

PIZq

（
20
） 

烏
蘭
牧
騎
と
は
、
も
と
も
と
一
九
五
七
年
に
成
立
し
た
特
別
な
機
関
で
あ

り
、
そ
の
趣
旨
は
遊
牧
民
の
芸
術
を
味
わ
い
楽
し
む
こ
と
。
成
立
当
初
の

構
成
員
は
十
数
人
し
か
い
な
い
、
近
年
は
選
抜
制
に
な
っ
て
、
支
部
は

六
七
部
以
上
、
成
員
数
は
二
八
〇
〇
名
を
超
え
た
。
そ
の
基
準
と
し
て
は

﹁
モ
ン
ゴ
ル
歌
、
楽
器
、
ダ
ン
ス
に
熟
知
し
、
そ
れ
に
モ
ン
ゴ
ル
文
化
に

熟
知
す
る
﹂
こ
と
で
あ
る
。

（
21
） 

記
事
の
本
文
は
モ
ン
ゴ
ル
語
で
書
か
れ
る
が
、
タ
イ
ト
ル
と
概
要
は
漢
語

で
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
漢
語
で
分
析
を
行
う
。

文
献

白
水
繁
彦
、
二
〇
〇
四
、﹃
エ
ス
ニ
ッ
ク
メ
デ
ィ
ア
研
究
―
―
越
境
・
多
文
化
・

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
﹄
明
石
書
店
。

菅
谷
明
子
、
二
〇
〇
〇
、﹃
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
―
―
世
界
の
現
場
か
ら
﹄

岩
波
書
店
。

樋
口
耕
一
、二
〇
一
四
、﹃
社
会
調
査
の
た
め
の
計
量
テ
キ
ス
ト
分
析
―
―
内
容

分
析
の
継
承
と
発
展
を
目
指
し
て
﹄
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
。

―
―
―
―
、
二
〇
一
七
、﹁
計
量
テ
キ
ス
ト
分
析
お
よ
びK

H
 C

oder

の
利
用
状
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「モンゴル文化」はどのように発信されるのか

況
と
展
望
﹂﹃
社
会
学
評
論
﹄
六
八
（
三
）：
三
三
四
︲
五
〇
。

高
史
明
、
二
〇
一
五
、﹃
レ
イ
シ
ズ
ム
を
解
剖
す
る
―
―
在
日
コ
リ
ア
ン
へ
の
偏

見
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
﹄
勁
草
書
房
。

烏
日
汗
、
二
〇
一
八
、﹁
蒙
古
族
大
学
生
微
信
与B

ainu

使
用
情
况
調
査
研
究
﹂

内
蒙
古
大
学
博
士
論
文
。

張
媛
、
二
〇
一
三
、﹁
再
現
少
数
民
族
：
官
方
媒
体
中
的
少
数
民
族
形
象
建

築
―
―
基
于
︽
人
民
日
報
︾
三
〇
年
数
民
族
報
道
的
分
析
（
一
九
七
九
︲

二
〇
一
〇
）﹂、﹃
国
際
新
聞
界
﹄
中
国
人
民
大
学
﹃
国
際
新
聞
界
﹄
雑
誌
編
輯

部
編
八
：
一
六
︲
二
五
。

烏
英
嘎
、
二
〇
一
九
、﹁
阿
魯
科
爾
沁
旗
蒙
古
族
中
老
年
人
使
用
微
信
情
况
調
査

研
究
﹂﹃
内
蒙
古
大
学
﹄。
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（
二
〇
二
二
年
六
月
三
一
日
投
稿
受
理
、

 

二
〇
二
二
年
一
一
月
三
〇
日
掲
載
決
定
）


